大豆・麦等生産体制緊急整備事業の追加公募に係る公募要領

（大豆・麦の共同利用機械の購入に対する助成）

（大豆・麦の機械のリース導入に対する助成）

制定　平成２５年１２月　６日

１　事業内容

　香川県における大豆・麦の生産現場での課題を解決し、実需者から求められている生産量、品質に向けて生産拡大を一層促すため、大豆・麦等生産体制緊急整備事業の基金を活用して、生産現場に必要とされている農業機械の導入（購入またはリース）に要する経費への助成支援を実施する。

事業内容は、大豆・麦等生産体制緊急整備事業実施要領（平成２５年２月２６日付け２４生産第２８４８号農林水産省生産局長通知。（以下「実施要領」という）、「大豆・麦の共同利用機械の購入に対する助成の取組の明細（個票）」、「大豆・麦の機械のリース導入に対する助成の取組の明細（個票）」に基づいて実施する。

２　申請手続きについて

（１）公募期間

　　平成２６年１月１５日（水）から平成２６年１月２８日（火）までとする。

（２）公募にかかる提出書類等について

　　取組参加者又は、取組参加者と共同で申請する者がいる場合はその両者（以下「共同申請者」という）は、取組計画書兼助成金申請書（申請書様式（①購入）または申請書様式（②リース）、以下「申請書等」という）を以下により提出するものとする。

（３）提出期限等

　①提出期限　平成２６年１月２８日（火）１７時まで

　②申請書の提出場所

　　取組参加者の住所地（所在地）がある地域の地域農業再生協議会（以下、「地域協議会」という）

　　※ただし、香川県農業協同組合、取組範囲が県域にまたがる公社は香川県農業再生協議会（以下、「県協議会」という）

　③提出部数

　　　正副２部（但し、副は写しでも可とする。）
　④提出にあたっての注意事項

　　ア　申請書等の提出書類は、返還しない。

　　イ　申請書等の作成及び提出に係る費用は、提出者の負担とする。

　　ウ　申請者の氏名又は名称は、公開する場合がある。

（４）申請書等の変更期間

香川県農業再生協議会　大豆・麦等生産体制緊急整備事業業務方法書（平成２５年３月１４日制定、以下、「業務方法書」という）第７条における変更を行おうとする場合は、公募期間中に申請を行わなければならない。ただし、取組の中止または廃止、取組の承認通知後の入札による事業費の３割を超える減額については、このかぎりではない。

３　申請書等の審査について

（１）受付窓口、提出（進達・副申）
　　地域協議会は、提出された申請書等の要件適否などの内容について確認を行い、平成２６年１月３１日（金）までに正１部を県協議会（高松市寿町１－３－６　香川県農業協同組合中央会指導部指導課内　県協議会水田部会事務局）に提出（進達・副申）する。

（２）審査

県協議会は、提出された申請書等について、審査を行うとともに、（個票）に示された「計画していた額以上の申請があった場合の承認の優先順位等」に基づき予算の範囲内で承認決定を行うものとする。

（３）承認の通知等

　　県協議会は、承認した申請者に対しては、地域協議会を通じて、承認後速やかに承認の通知を行うとともに、対象外となった申請者に対しては、その旨通知する。

４　実施に関する規定

　　その他、本公募要領に記載のない事項等については、実施要領、業務方法書等の関係規定によるものとする。

　

５　承認後の手続きについて

　　承認決定を受けた取組参加者または共同申請者（以下、「取組参加者等」という）は、実施要領、業務方法書、当該助成の取組の明細（個票）等を遵守し、事業の推進全般についての責任をもつものとする。

（１）取組報告書兼助成金請求書

　　取組参加者等は、業務方法書に規定された取組報告書兼助成金請求書（以下、「報告書」という）２部（正副２部。うち副１部は地域協議会保管）を地域協議会を通じて県協議会に提出するとともに、地域協議会による現地検査を受けなければならない。地域協議会は現地検査を実施し、確認書類を作成する。
（２）額の確定通知、助成金の交付

県協議会は、提出された報告書と地域協議会に確認書類について、審査を行うとともに、額の確定通知及び助成金の交付を行うものとする。額の確定通知は、地域協議会を通じて行う。

（３）財産の管理等

　　取組参加者等は、業務方法書に基づき、適正に財産の管理、帳簿の整備等を行わなくてはならない。（業務方法書第２２条の規定による）
（４）実施状況報告書

　　取組参加者等は、平成２５年度から３年間（概ね目標数値を達成できなかった場合は、機械処分年限まで毎年度毎目標達成できるまで）取組実施状況報告書（実施状況報告様式）を作成し、地域協議会を通じて県協議会に提出しなくてはならない。
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